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し
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を
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合
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に
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に
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案
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に
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數

多
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：
委

員
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が

あ

る
：が
、是

等

の

委

員

會

は
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に

於

て
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論
、.セ
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1
,
:
院

に
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同
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委

員

會

と

の
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に
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て.も
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等
の
連
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を
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せ
す
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に
獨
立
し
て
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り
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、
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時
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養

配

當

法
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へ

る

、斯
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，
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此

案

は

提

出

の-直

後

と

畿

週

間

か.を

經
た

後
ビ
を
比
較
す
れ
ば
、殆
ど
完
膺
な
き
ま
で
に
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i
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蒙

る
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こ

)!
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れ

な
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ど
し
な
い
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し
て
豫
箅
が
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條
章
に
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_

れ
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計
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檢

S

は
.實
に
六
名
の
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立
し
た
檢
査
宫
に
依
り
て

^

查

3
れ

气

國

煺 

辦
査
官
な
る
職
を
有
す
る
人
は
あ
る
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ず
し
も
檢
査
當
の
所
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®

督
す
る
の
で
は
な
く
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に
問
題
に
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す
る
に
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ま
る
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斯
の
如
く
し
て
豫
箅
案
の
編
成
に
も

» 

算
の
監
瞥
に
も
何
等
統
一
の
見
る
可
き

i

0
を
稃
し
な
か
つ
た
の
で

あ
る
，

■

斯
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豫
算
制
度
の
下
に
於
て
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管
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謂
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ラ
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^
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茶
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可
能

.ぃ
で
あ
る
と
共
に
、
®

ニ
經
处
ど
收
入

S

の
間
に
、均
衡
を
保
た
し
め
る
こ

ビ

も
亦
困
雛
で
あ 

つ
.た
。

殊
に
缺

a

の
最
も

1

し
き
は

-»
政
の

^
體
に
對
し
て
、責
任
を
負
ぅ
可

S

人
の
存
し
な 

か
つ

^
二

W

で
あ
つ
て
、

»

伍
は
行
政
部
の

#

方
面
に
分
散
し
て
铝
る
が
、或
る
足
ま
つ
た
部

%} 

I
.於
ズ
、經
舞
耍

(

陳
.に
，就
て
、大

.藏
省
な
り
、大
統
領
な
り
に
對
し
て
、責
任
を
負
ぅ
次
策
で

*

く
、代 

議
2

兩
院
に
於
け
る
諸
稀
の
委
眞
會
も
亦
中
央
龃
織
に
對
し
て
、何
等

0

責
任
を
荷

a
な
ぃ
ハ 

.隨
つ
，v

財
政
計
畫
ゃ
、激
算

■，編
成
上
に
、或
る
缺
陷
が
暴
露
さ
れ
、
ば
、行
政
邱
立
法
部
、立
法
部
中 

の
.代
0

元
老
兩
院
、兩
：院
に

.於
Iけ
る

(

委
員
會
は
：互
に
他
に
責
住
を
轉
嫁
せ
し
め
る
こ
ご
に

hv
ょ

し

く

-V
て
、曲
ら
之
に

;當
ら
ん

v
j

し
な
い
の
で
あ
る
。

.

.■'

.
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.■:
,
 

.
:
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;
'
-
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.
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■...

V
然
石
に
國
家
財
政
は
各
縄
の
政
務

.を
通
じ
て
、國
民
の
利
害
休
戚
に
最
も
重
大
な
る
關
係
を 

持
.つ：：

所

の

も
:0「

で
あ
つ
て
、從
來
民
主

.政
治
が
諸

.國
に
發
座
し
た
事
例
に
徵
七
て
も
、其
財
政
監 

督
權
に
關
係
す
る
所
の
少
な

.か

.ら
ざ
り
し
こ
ヒ
は

•世
人
の
明

••
!
:認
め
る
事
實
で
あ
る
。
然
ら 

ば

一

方
に
純
然
た
る
民
主
政
治
の
行
は
れ
つ
、
あ
る
こ
と
を
誇
り
？
す
る
北
米
合

^

國
こ

A、、
 

て
財
政
上
に
上
記

: 0

如
き
過
誤
が
あ
る
ビ
云
ふ
が
如
き
、許
す
可
か
ら
ざ
る
所

f

し

な
け
れ
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ら
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衆
國
の
立
法
郁
に
於
て
、激
算
案
に
包
括
さ
れ
る
各

®

の
經
费
を

#

査
し
、決

議
す

:

る
委
員
會
の
數
は
土
十
以
上

0
多

き

ド

及

ネ

が

甚

等0.
黍

員

會

は

，動
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部
局
が
製
求
す
る
ょ
，ぅ
も
、多
く
の
經
赞
を
其
部
局
に
"許
容
し
ょ

ラ

と
す
る
傾
向
が
あ
る
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事 

ナ
る

t

政
音
の
經
费
支
辨
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依
つ
て
、利
益
を
受
け
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居
る
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方
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議
員
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於 
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つ
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國
：憲
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「
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の
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に
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事
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、必
要
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時
間
を
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つ
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終
結
す

る
こ
と
す
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行
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れ

|
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度
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一
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先
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に
送
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,

非

難

を

生

じ

.
た

の

は

；
所

歜

？

1^
,

2

で
!:
r
 

此

.:
*
*
.か
：勿
何
に
合
衆
一
の
識
會

.に

於

七

著

明

で

言

に

：對
し
そ
、辭
書
が

「

相
瓦
の 

扶
助
に
依
？

議
案
法
'案

等
を

成
，立

せ

し

め

る

義

ミ

云

ふ解
釋
を
施

し

て
居
る

こ

ど

に
依

フ 

て
、之
を
知

.る
を
得
る
で
あ
ら
'ぅ

:0
細

事

た

：る
、®
す

る

に

見

地
S

ひ
て

、議
會

k

臨

む

か

を
I

す
：る

も

の

に
外
な
ら
な
い
。

;
即
ち
彼
等
は
常
に
興

0
 

擧

辦

に

於

け
る
地

方

的
利
害
に

>

依
つ
で
、勝
迫

_

れ
る
、彼
等

が

次
の
選
擧
に
於
て
、两

«

3

ド

る 

ビ
f

は
、彼

等

のI

身

上

：：の
努
力
に

.

S

て

、
中

央

.

.
政

府

を

通
じ

て
，2

區
に
幾
何
の

利
f

 

與
へ
る
か
に
依
？

定
ま
る
の
で
あ
つ
て
、此
膨
追
は
結
馬
糖

♦

の
形

_
 
'

に
於
て
サ
央

2

を

し

て

，
地
'方

の

利

益

を_目
；標
V
し

て

、職

務

を

膦

張

し

、經«

を
膨
脹
せ
し
め
な
け
れ
ば
已
ま
な
い

o
 

此
.種

0
地
方
的
勢
力
，：を
背

'景
.と
'し
.た
希
齒
は
總
て
の

_黨
派
に
超
越
し
、各
黨
派
の
議
員
何
れ
も 

之
を
念

.
S
し
て
已
癸
な

s

 

o :；

斯
ぐ
て
行
は
れ
る
も
の
は
箭
®
の

另

で

あ

つ

て

二

地
 

方
.に
利

«

を

，
有

す

る

，
議

-案

€
、他
：地
方
に
利
害
を

.有
す
る
議
案
ど
は
其

」

れ
ぐ
の
提
案
者
に
依 

つ
：て
、相
互
的
に
賛
成
さ
れ
て
、興
興
過
成
立
を
安
全
な
ら
し
め
る
。

面
し
て
此
事
た
る
、代
議
院 

に
於

V

行
は
れ
る
，に

.

「

止
：ま
ら

^

、:*
法
團
體

と

し
て
狹
小
で

あ

益

個

人
的
努
力
の

及

ぶ

乙
ビ 

の

强

い

元

走

咳

に

於

，て

特

に
®

で
あ
る
こ

v
j

も
、亦

異
S

す
る
に
足
ら
な
い
の
で
あ
る
。
斯
く 

豫
算
案
の
議
定
に
特
殊

'

の
方
法
の
行
は
れ
る
結
果
せ
：し

.

て
、經
費
の

®

耗
、冗

費

の

現

出

、̂

政
R

 

■

す
る

«

督
の
驰
廢
を
生

f

る
；の
.

は
、勢
の
免
か
れ
難
き
所
で
あ
つ
て
に
千
九
莨
十
六
年
度 

:

の」

±

谶
.
卿
年
報
中
の
一
節
に

「

旣
往
一
一
十
年
間
ド
於
て
、議
會
が
公
共
建
築
物

k

對
し
て
支
出
し 

2

費
は
一
億
八
千
馮
弗
の
多
き

.

に
上
つ
た
が
、其
大
部
分
は
政
府
の
事
務
な
り
、人
民
の
便
利 

な
り
か
ら
判
斷
し
て
、斯
る

®
物
を
必
要
ビ
し
本
ぃ
小
な
る
地
方
に
費
用
を
要
す
る
建
物
を

.建
，
 

築
す
る
爲
め
に
、投
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
是

.等
建

#

を
建
築
す
る
當

.̂
の
t
用
は
眯
に 

“公
共
資
金
の
大
な
る
消

...
耗
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
、弊
害
：は
：此
一
串
に

it
ま
ら

.な
，い、最
も

：.

.

:
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制
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^

i
 

V

 

大
、
I

.
弊
声
は

.
®に
是

.

.等
の
雄
物
：の
維
持
幷

i:
運

用

か

ら

、
國

庫

に

永

久

の

、又
ハ
ヰ
々
增
加
す
る 

，.負

*

を
課
す
る

.事
實
に
，外
な
ら
な
い

」

ご
述

'ベ
て

f

。

f

同
樣
：の
事

.情
は
經
養
の
各
方

® 

'
に
？

の
で
；ぁ
つ
て
、斯
く
て
财
政
全
體
を
膨
脹
せ
し
め
て
己
ま
な
い
、肋
し
て
合
衆
國
が
斯
る 

.财
'政
土
の
事

_

に
堪
へ
て
、兎
に
約
收

.支
の
均
衡
に
大
な

5

破
綻
を
惹
越

3 

Cる
を
得
た
の
は
、
 

■

，
す

る

べ

に

國

，
內

电

霄

源

_

め
.;
,'て
：
豐

で

办

ん

物

產

稅

と

海

.關
税
ミ
を
通
じ
て
、收
入
を

& 

.殖
す
る
；を
得
た
偶

_

0

錶

果

^

_
し
な

.け

^

:.
:

:

'

..;'

- . 

'

:

.

.■
ニ

,
■
.
.:
.
.
,
': 
:
.■:
. 

:
: 

!

.

 ̂

_ 

^
 

.

國
に
於
け
：る
會

'«
檢
赍
制
度

.の

.不
備
な
る
己
ビ

.は

.、曩
に
一
言
し
な
が
、是
れ
^

>

讨
玫
り 

„

全
般
を

'不
皮
な
ら
し
め
る

'『

原
因
ぐ
爲
つ
：た
の
で
あ
る
。

即

ち
大

«
猶
檢
鸾
長
官

0
|

|

卩 

o
f th

e
H
r
e
a
s
u
r
y
K

の
.下
に
、六

名

：の

會

計

檢w

*

>

i

e

)

は
あ
る
が
、彼
等
は
何

れ
も

T

政
部
に

」 

依

：つ

て
.任
：命

さ

れ

：名0
:で
あ
，つ
て
、何
時
ご
雖
も
、行
政
部
の
意
嚮
に
依
つ
て
、其
地
位
を
奪
ユ
れ 

V

る
。
‘:.
：然
ら
ば
彼
等
は

一

個
の
：政
務
官
と
同
じ
ぐ
，政
權
を
握
る
黨
派
の
隆
替
に
依
つ
て
逋
位
に 

典

：動
：を

.生
'
t
る
，次

第

で

あ

ト

成

職

務

も

亦

單

に

大

藏
*

に
對
し
て
、決
箅
の
常
西
を
報
：吿
す
る 

に
.光
咬

'る
'0
，
計
檢
衡
，の

.要
旨
は
英
國
の
會
計
檢
査
長
官

0
0|

|

1- and 

Auditor-General)

の

,爲
す

■知

ぐ

、獅

立

の

地

：位.に
：居
.る

人

又

は
.圑

體

に

：
依

つ

て

.、
決

.算

を

檢

，喪
し
、
且

つ

其

當

资

を

報
/K 

す
る

/乙
と

k

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

合
衆

.國

，
,.
行
は
れ
る
も
の
、；如
く
で
あ
れ
ば
、是
れ
ふ 

针
檢

«

に
非
す
し
て
、行
，政
；部
の
一
員
の
爲
す
膂
計
の
批
評
ヒ
擇
ぶ
所

;*
^
を
知
ら
な
い
。

』 
:

何
な
る
國

.に
於
て

'も
獨
立
.機
關
に

.侬
る
會
計
檢
避
の
制
度
の
備
は
.っ
て
居
る
爲
め
に
、決

^

い
 

:

規
律
と
確
實

 

を
保

.た
し

..め.る

.の
は
、明
白
の
事
實
で
：あ

る

0

即
ち
經
费
が
其
議
定
さ
れ
た
豸 

當
の
，目
的
：に

：.

向
つ
：て
：、支
辨
さ
：れ
た
こ
ど
を
確
め
，國
庫
金
を
支
辨
す
る
に
就
て
、損
失
過
誤
の
如 

は
ざ

^v

し
や
否
や
を
：確
む
る

^

^
に
、經
費
を
案
出
し
た
官
廳
の
契
約
書
を
；始
め
、一
切
の

.

書

m 

^
蜜
，閱
ず
る
が
如
き

t
ftl
*
檢
牵
上
に
於
て
、最
も
®
き
■を
置
く
所
で

あ
っ
て
、然

も
是
等
の
事
办 

る
經
；*
支
财
の
局
へ
に
..當
る
行
政
興
部

k

於
て
、辟
ら
爲
す
を
得
ざ
る
所
に
屬
す
る
の
で
あ
る
。

r

の
.如
'く
合
衆
：國

^
於
：て
は
、會
計
檢

.査

.
0制
度
の
不
備
で
あ
っ
た
上
に
、*
會
の
決
算
審
茶 

に
到

.す
る
櫸
限
に
も
亦
大
な
る
缺
陷
を
推
し
た
。

即
ち
議
會
は
一

0
經
費
の

,

定

さ

れ
た
お 

に
.於
そ
は
、之
に
對
し
て
何
等
の

.監
督
權
を
持
た
な
ぃ
、大
藏
省

0
報
吿
す
る

.決
算
に
對
し
て
も 

之
：を

®

避
す
る
機
關
を
備
へ
な
い
、何
れ
の
國
に
於
て
も
、苟
も
豫
算
制
度
の
存
す
る
以
上
は
、立 

法
.部
は
經

f

の
支

.辨

さ

れ
た
後
に
、決
逢
に

.：就
て

®

赍
を
施
す
禪
能
を
持
つ
の
が
當
然
.で
あ
る

■̂
十
七
^

(

ar
.
ol.)

^

說

合

^
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豫
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決
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制
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吹
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m

l

一
’

办

f

合
衆
醑
に
於
て
、此
事
の
缺
け
た
の

.は
、大
な
る
缺
陷
：を
以
て

i

n

る
の
で
あ
る
。

: 

S 

. 

: 

. 

■

玆
に
於
て
か
合
衆
園
の
豫
箅
制
度
，を
改
革
す
る
爲
め
に
、從
來
種
.々
の
提
案
の
試
み
ら
れ
た 

 ̂

f

必
ず
し
も
身
す
る
に
足
ら
な
い
。：
其
，內
め
第

一
案
は

.

.所
謂
立
法
部
豫
箅

p
e
g
l
v
e

 

B
udget)，

ビ
稱
せ
ら
れ
代
議
院
の
二
中
央
委
員
會

t

し
て
豫
算
の
德
成
じ
當
ら
し
め
ょ
ぅ
ど
す 

る
令
の
で
あ
る
。

：

然
-し
な
が

I

 

S

八
？

年

か

本

：八

:可
5

る
：間

I

1

1

か

f

經
I

は

收

ズ

に

關

す

芒

の

I

を
立
案
蟹
し
た
當
時
の
成
例 

に
復
歸
す

t

 

,
の
'で
あ
づ
 

 ̂

 ̂

S 

w 

L
. 

a 

 ̂

i 

\

立
法
部
の
實
任
を

—
個
へ
所

.に
集
申
す
る
效
果
あ

〜

議
員
の
豫
算
修
疋
に
關
し
て
提
案
す
る

#

利
を

.廢
毋
し
、制
限
す
：る
ー
方
に
、元
老
院
の
適
當
な
る
協
方
を
以
つ
て
し
た
な
ら
ば
、或
は
乞

あ
一
る
I

I

を
得
る

I

V
あ
る

 ̂

輿
の

«

本
，1

か
ら
云
へ
士
、大

な
る

S

の
伴
ぅ

M

妻

免
：，

I

現

霉

る
即
ち
行
政
部
は

I

I

可
？
れ
る

★

で
、全
然
其
れ
に
參
與

す

ろ

こ

ご
を
拒
否

3

れ

る 

1

.方
に
代
議
院
の
姿
員
會
如
行
政
部
め
各
部
局
に

H
:つ
て
禧
つ
可

S

知
識

k 
.缺
け
て
居
る
乙

ど
は
、4

日
と
同
じ
く
公
典
職
務
に
對
し

.

て
、最
も
經
濟
的
で

あ
k

又
最
も
有
能
で
あ
る
施
設
を 

爲

す
に
就
て
、大
な
る
妨

^

た
ら
ざ
各
を
得
ビ
い
の
で
あ
る
。

蓋
し
如
何

な
る
國
に

於
て
も
行 

政
部
：
.に
：於
け
：る
各
部
局

0
.
.財
.政
的
耍
求
に
就
て
、適

.確
な
る
知
識
を

._有
す
る

.も
の
は
、一
の
行
， 

部
あ
；
る

の

み

で

ある
。

隨
つ
て
北
米
命
.衆

國

に
於
て
は
、大
統
領

•か
行
政
の
首
長
と
し
て
、又
政 

黨
'の

首

：
領

ど

し

て

、
國

，：
民

：
に

向

つ

て

、
，

2
1黨
の
政
策
に
對
し
て
、責
任
を
負
ぅ
可
き
地
位
に
居
る

Q
 

で
あ
つ
：て
、此
地
位
に
：居
る
；こ
ど
は
、行
政
部
を
し
て
財

政
策

の
外
廓
を

.作
ら
し
め
、立
，法
部
に
對 

し
て
：
..協
賛
を
求
め
，
一
る
.爲

.め
：に
、
豫
算

案
を

.提
出
す
る
に
至
ら
し

.め
る
所
以
と
爲
る
の

で

あ
る

。
:
;
_

 

:

合
衆

國
.の
大
統
解
は
：

_

民
：全
體
に
選
擧
せ
ら
れ
て
、其
地
位
に
就
く
唯
一
の
國
家
宫
史
で
あ 

b
、其
國

.務
，を

.處
理
す
る

■や
、國
民

'に
對
し

' て
、
貴

任
.を
負

' は
'な
け
れ
ば
な
ら

' ぬ
。

大
統
領
は

自
己 

の

内
_

員

を

任

選

し

、內

：間

鼻

は

大

統

領

；の
：信

任

あ

る

.|̂
^̂ 

の
で
あ 

る
ヒ
す

れ
.は
、玆

に

始
め
て
行
政
部

K
 

あ

る
«
任

が
is
め
ら
れ

る
。

次 

.に
^
統
領

力
政
黨
の

:#
領
ヤ
あ
る
こ
ビ

R
就

て
:̂
、亦

疑

を

容
る
、

を

#

な
.ぃ
0

合
衆
國
憲
法 

の
制

^

者

は

大

統

領

，を.實
，際
の
政
治
運
動
か
ら
除
外
す
る
考
を
持
つ
て
居
つ
た
か
も
知
れ
，な 

ぃ
が
、葬
後
に
於
け
る
實
際
の
：發

¥

は
大
統
領

-

を
し
て
政
治
に
於
け
る
最
大
の
人
物
た
ら
し
め
、
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第

四

號

ニ

ー

s

:

s

l

_

.

行
す
る
目
的
を
以
っ
て
、大
統
領
を
環
す
る
し
、

一

方
に
大
統
領
は
墓 

;め
_

員

.に
S

てへ
_

.謹

：に

®
^
^
 ̂

法
を
成
立
せ
し
め
る

こ

e
を
求
め
る

し
、
 

又代
：：

■
議

元

紫

爾

.
院

の

委

員

會

^

 

に

I

致
.す

る

ま

で

、
法

律

案

の

修

正

：
を

求
 

め
る
こ
ど
も
あ
る
或
は
大
統
領
が
則
政
上
の
立
法

R
發
言
權
を
有
す
る
こ
と

は
.三
f 

i 

.■
:を
_

服

€
し
た
合
衆
：國
政
治

0
根
本
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
ビ
云
ふ
理
由
を
以
つ
て
わ
對
論 

. 0
.

. P

ベ
' 
ら
れ
る
の
は
、從
來
の
例
で
あ

つ
た
が
、

大
統
領
は
领

に
立
法
事

業
に
關

#

L

'

方
' に
同 

法
部
は

I

の
I

幷
に
適
用
に

」
依
つ
て
、立
法
事
業
に
關
係
す
る
以
上
は
、三
權
分
立
論
の
如 

き
：華

食

に

於

て

破

壞

：き
：

.れ

六

も

の
.で

あ

つ

て

、國
K
的
豫
箅
制
度
の
如
き
、其
起
る
可
き
時
に
道 

ろ
た
も
の
、と
云
十
る
。

'
即
ち
豫
算
制
度
の
下
に
於
て
、大
統
領
は
次
年
度
の
財
政
計
筆
を
編
成 

し
、制

定

す

可

き

も

へ

め

で

あ
0
て
、之
を
爲
す
に
は
、總
て
國
庳
金
の
收
支
に
關
係
す
る
立
法
に
對 

し

て

、
支

，
配

を

加

へ

る

地

，
位

に

立

た

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

固

ょ

b
議
會
の
要
す
る
經
费
に
就
て 

鐘

I

統
領
の
支
配

U

し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、如
何
な
る
大
統
領
に
し
て
も

議
會 

を
し
て
收
入
の
不
足

6

じ
ま
し
め
：る

Q
:

道
理
を
持
た
な

s

f

あ
る
が
、尙
ほ
大
統
領
は
自 

己
を
，迦

擧

し

た

一

般

國

民

に

對
1
、又

1

法
の
下
に
、國
の
財
政
に
寘
任
を
持
っ
議
會
に
對
し
て
、

,『

-
重
'
 
の
貴
任
を
荷
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

ひ

斯
く
實
任
の
重
大
で
め
る
以
上
は
、大
統
領
は

他

の

 

§

力
を

■
る

に
非
ざ
れ
ば
、鳴
算
縐
成
の
任
を
全
今
し

得
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち

政

黨
の
舣 

«

'#
に
各
行
政

,1
廳
の
首
展
た
る
杓

.関
員
ど
協
：議
を
重
ね
て
、財
政
策
に
到
達
す
る
次
®
で
あ 

.り..て
此
政
策
を
基

礎
ビ
；し
；

て
、一
年
の
豫
算
案
が
始
め
て
編

成
さ
れ
る
。
即
ち
_
會
の
召
集
さ 

n
.るu

三
個

月
以
前
に

.於
て
、
太
.統
.領
は
大
藏
卿
を
通
じ
て
、各
官

應

か
：ら
經

費
袈
求
書
を
提

出 

さ

せ

、
大

藏

畨

，
は

赴

等

k

修
正
を
加
へ
、其
修

J E

さ
れ
た
金
額

を
間
議

R

提
'|
±
{

し
、全
體

の
經
费
に 

顧
夂
協
論
を
成
立
一
せ
、其
，：範
圍
內
に
於
て
、諸
官
廳

R
對
す
る
經
費
の
配
分
を
決
す
る
の
で
あ 

气

.

.■
■!
り
大
統
領
は

.
it
算
案
の

細
.自
に
對

し
て
、自
ら

注
意
を
傾
け
る
次
第
で
は
な

く
、自
己 

の
.支

1®
乎
七
立
つ
特
殊
の
行
政
機
關
を
通
じ
て
、働
く
の
：で
あ
つ

て
、
典
機
關
と
し
て
殊

R
f
f
iき
 

:

を
.爲
‘す：

ち
の
：は
、大
藏

.翁
で
あ
る
か
ら
、大
藏
番
の
權
限
が

以
前
に

比
較
し

て
、
®
張

S
れ
な
け
れ 

«
な

-6
>
々

S

の
は
當
然
で

あ
る
。

即
ち
大
藏
省
は
ニ

 )

他

の
宫
廳
に
對
し

て
、れ

政
機
關
の
憋
理 

廢

：
合

を

求

め

る

：ゴ
ー

)

經
费
恶
求

#

に
對
し
て
&
督
を
加
へ

る
、(

三)

經
费
要
求
額
を
衰
定
し
、削
減
し
、
 

時
に

製
求
に
係
る
經
贺
の
：項
目
を
排
除
す
る
が
如
き
、當
然
の
權
限
で
あ
つ
て
、斯

る
Jf
限
げ
發 

揮
ー
れ

’

て
：こ
そ
、大
藏
省
は
國
家
財
政
に
對
じ
て
、統
辖
的
勢
カ
を
持
つ
に
至
る
の
で
あ
る
。
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第

嚣
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四
 

.
..

右

の

如

き

趣

意

の

下

に

、豫

箅

案

が

'編

成
さ

れ
、
而
し
て

其

議

會

に

挺

出
3

れ

た

曉

に

於

て
は
、
 

議
會
に
於
て
或
る
議
員
か

.ら
經

.费
の

.增
'加
.を
：惹
起
す
が
如
き
修
疋

.の；提
案

さ

れ
る
こ
ビ
は
、決 

し
て
許
容
さ
れ
可
き
所

'で
な
い
。

苟
も
行
政
部
の
責
任
を
し
て
完
全
の
も
の
た
ら
し
め
る
以 

丄
は
代
議

^

は
此

S

:(
:
就
て
、嚴

®

な
る
制
限
に
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

U

通
例
大
統
領
所
觸 

の
：政
黨
は

0

會
に
於
て
多
數
黨

：

で
あ
り
、而
し

.て
豫
算
案
に
し
て
其

m

派
の
黨
議
に
根
據
を

0 

く
も
の

で

あ

る

以

上

は

、多

數

黨

が

.之に修
正
を
加
へ
ょ
ぅ
ど
す
る
が
如
き
こ
ど

は
、實

際

に

行 

.は
：れ
可
き
所
で
な
い

が
、時

に

大

統

；傾
.の
任
期
中
、其
所
屬
の
黨
派
が
選
，擧
の
下

』

勢
力
を
失
酸 

し
、反
對
黨
が
多
數
黨
へ
ど
爲
る
こ
ビ
を
生
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、此
場
合
に
於
て
も
多
數
鐵
が 

議
會

1:
.
於
て
、經
費
の

' 增
加
を
招
 
<

 

ょ
ぅ
に
、豫
箅
案
を
修
正
す
る

こ

と
は
、之
を
愼
し
ま
な
け
れ 

ぱ
な
ら
ぬ

■

°
隨
つ
て
豫
算
案
に
關

」

す
る
討
議
は
反
對
黨
に
政
府
の
政
策

^
公
然

批
！
：

す
る
機 

會
を
與
へ
政
府
を
し
て
之
に
對
し
て
辯
議
の

.任
に
當
ら
し
め
る

0
用
を
爲
す
可
き
も
の
で
あ
，
 

つ
て
、斯
の
如
く
爲
：る
に
は
行
政
各
部

の

長
、官
は
盡
く

議

會

に

出

席

：
し
、且
：つ發
言
す
る
權

利

を： 

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ね
遒
理
で
あ
る
。

元
老
院
亦
代
議
院
と
同
一
の
地
位
に
立
つ
可

く
、從

來 

其
持

.

；つ
て
居
る
豫
算
案
修
正
權
の

I

如
：き

■

は
、廢
棄
す
る
こ

S

を
以
つ
て

*

當
然
ど
す
る
。

四
'
' 

:

,

.

. 

.

■

右

.の
如
き

 ̂

0

 ̂

5
ら
ば
、j

方

^

財

政

に

關
I
、陳
會
に
對
す 

る
行
：政
部
の
實
任

0
:增
.加
す
る
他
の

T

方
に
、豫
算
案
編
成
の
細
目
に
對
し
て
議
會
の
有
す
る 

支
配
：の

'喪
失
す
る
に
至

-る
：と
と
を
以
つ

.て
、必
然
の
結
果
ビ
す
る
。

然
し
な
が
ら
其
爲
め
に
犠 

會
；を

.

.し
て

.

.財

政

に就
：，

て
：國

民
■に
#

ラ

可

：き

寶

；住

を

間

却

せ

し

め

る

が
.如
き
は
、*
情
の
許
す
可 

か
ら
ざ
る
所
で
あ
つ
，て
、隨

.つ
て
：行
：政
部
に
豫

.算
案
：編
成
の
寶
任
を

#
.た
せ

‘ft
豫
算
制
度
の
甲 

に
於
て
は
議
會
を
し
て
汉
算
を
審
査

•
'せ
し
め
る
有
效
な
る
組
織
を
設
け
し

—

め
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ：
此

0

«
織

は

：會
：针.

檢
：：

査
：院
.の
如
き
獨
立

.の
：圈
'體
：：を
：
置

气

食

許

檢

每

に

當

ら

し

め

る

ビ

同
 

時

に

、
議

會

に

向

つ

：
て

、
二

切

へ

を

報

吿

せ

し

，め

.る
こ
ど
、
し
た
な
ら
ば
、自
ら
其
期
す
る
所
に
適
つ 

た
i

見
ら
れ

る
で
ぁ
ら

一
ぅ
。

即
ち
合
衆
國
に
於
て
は
、從
來
元
老
代
議
兩
院
を
通
じ
て
、決
尊
に 

對
し
て
部
分
的

®

®
を
.爲
：す

幾

多

の

，委

員

會

が

存

狂

し

て

居
.る
の
で
あ
る
か
ら
、是
等
を
统

T
-
 

L̂
た
な
ら
ば
、
&

に
：有

*
,な
る
決
黛
委
員
會
を
設
け
る
こ
と

'は
出
來
る
。
，即
'ち
此
委
員
會
を
し 

.て
決

'算

審

査

に

；必

要

：ど

認

：め
^

場
合

..に
^

豫
算
施
，行
に
關
係
し
た
官
班
を
鸯
問
す

る
®
能
を 

有
.せ

^

め
、決
算
ヒ
共
に
ニ
切
の
瞪
據
書
類
を
議
會
に
提

W

せ
し
め

.
/る
こ
ど

.
Vし
た
な
ら

V
6
、
M
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:
箱

十

志

(

五
一
5

論

耽

合

證
豫
黧
決

i

度
の
吹
正

.

..
、

第

四

魂

て

、

：

. 

に

始

め

：
て
、
豫

#

の

施

行

に

對

す
る

S

督

が

裳

固̂

る

地

位
を
占

め

る

こ

ミ

、

爲

る

の

で

あ

る( 

以

；
上
，
私

本

從

來

相

當

:0
歲

月

ホ

百

！
0
.て
^

て
、豫
算
制
度
改
疋
の
襄
目
ど
し
て
、主 

張
.さ
れ

^
所「

を
述
べ
た
の
で
あ

'る
が
、之

を

槪
言
す
れ

ば
、左
の
數
點
に
歸
着
す
る
。

•

一
、

大
統
、難

か

ら

次

牟

度

の
.

豫
算
案
を
編
成
し
、之
を

,

會
に
提
出
す
る
こ
ビ
、其
激
箅
案

U
 

.

次
年
度
に
政
府
に
依
つ
て
行
は

.

れ
可
き
事
，務
を
項
目
に
隨
：ひ
、排
列
し
た
も
の
で
め
る
可 

&

こ

ヒ

。

.
ニ 

：
.
_會
：.が
.豫

算
'案

.を

議

定

す

る

に

當

っ

ては
、行

政

部
.
.の

責

任

を
11
ん

^

る

趣

旨

に
«

含
、 

”
：
：經

费

，
の

增

加

を

举

起

す

が

如

き

修

正

は

^
^

.',
三
、

.

經
费

.
の
支
：辨
.は
獨
り
行
政
部
に
於
て
、之
に
當
る

^

.へ.te
l
、
：
行
‘政

部

ょ

々

獨

立

し

，：た
：
る

「

或

る

機

關

の

M 

i

s

會

に

報
#
し
、議

會

を

し

て

之

に

對

す

る

承
0

を

與

へ

し

む

るZ 

く

千
九
I

年
十
.

ニ
月
豫

i

l

善
に
關

す
る

委

員

“

m

b
 

铲

せ

し

：め
；た
が
、千

九
| 7

十

ニ

年

一

月

議

會

に

送
0

た
大
統
.

領

敎

誊

中

に「

铟

米

利

加

共

和

國

ょ

其
'.行

政
部
に
行
は
る

\

無

賢

，住
.に
依
つ
て
、
大

な
る
害
を
蒙
つ
て

屈
.
.

る
。

豫
算
の
憲
法
上
に
於 

け
る
目
的
は
政
府
を
：し
て
興
論
に
■適
應
せ
し
め
、又
艿
所
爲
に
琴
し
て
責
任
を

ft
は
し
め
る
こ 

ど
に

®

す
る
。

—

は
收
入
幷
に

‘經

费

に

關

.す

る

.

豫
定

■見
猜
書
の

.性
質
を
持
ち
、收
入
の
徵
收 

に，關
し
、將
た
又
職
務
：の
執
行
に
：關
し
、國

K

に
對
す
る
政
府
の

_

係
：を

.包
，括
す

一
る
も
の
で
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ

」

ビ
述
べ
、次
ひ
で
千
：九
百
十
ニ
年
六
：月
俞
|記
委
員
會
の
银
.带
書
が
發
表

さ
れ
た
が
ノ 

其
.報
贵

.に
於
て

.指
摘
し
た
豫
：算
制
度
の

.改
：善

は

：直

に

取

っ

て

、實

行

さ

れ

る
';
に

至

ら

な

炉

つ‘た
。
 

,

ソ
ヰ
ル
ソ
ン

大

統
.領
の
時
代
に
於
て
、此
事
に

ff
i

力
し
た
の
は
、當
時
代
議
院
'に
於
け
る
經
费
配 

當
，_

員
#

の
委
員
牵
で
あ
：つ
，

^

、
，フ

ヰ

ッ

条

^

ラ
I

ル
ド
氏
で
あ
つ
て
、與
令

' 

之
を
議
會
‘に
冷
け 

る
.

問
題

V

し
、其
演
說
：中
に
：：屢

冷

左

：の
.如

き
.意
見
を
述
ベ
た
の
で

「

あ
る
。
'.
，

立
：法

部

の

憲

法.上
.に
；
於
げ
：、
る

義

き

は

經

費

を

增

加

'す

る

こ
€

に
非
ず
し

て
、之
を
節
減
す

.

る

•
 
•
 
'
 
.
 

■ 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

こ
す
に
在
る
ミ
云
つ
た
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト

I

シ
の
原
則
を

J E

し
い
も
の
车
認
め
れ
ば
、豫
»
に

於
げ
る
總
て
の
如
題
は
直
ド
解
決
ー
れ
る
の
で
あ
つ
て
、之
を
解
決
す
る
に
は
、豫
算
に
對
し

.

.

.

.

. 

.

て
貴
任
あ
る
行
放
部
の
篮
督
を
行
ひ
、

1::
方
に
國
民

.の
代
表
者

.：を
し
て

.國
庳
に

.完
全
.な
る
敏

督

を

保

^

し

め

る

：こ
：ギ¥

ご
す
る
。

而
し
て
斯
る
結
果
を
收
め

.る
に
は

.笫

|

に
，は
、大 

笫
十
七
盤

(

3L
1
三)

論

：
耽

合

衆

國

豫

銘

決

銘

制

度

0
吹
正
 

第
四
锶
 

一
セ



第
十

.

七

怨

(

五
一
四

> 

論

說

：
：
合
衆
國
羰
第
決
算
制
度
の
吹
正

 

I

㈱

T 

• ■

藏
卿
を
し
て
議
會
に
提
出
さ

.

れ
る
可
き
經
费
要
求
書
を
査
定
せ
し
め
'第
二
に
は
議
會
か
ら

:
金
餞

，
.に
對
す
，る

.®

求

を

.
僧

加
{

、又
國
輿
に

^

 

立

ft
-
を
發

.案
す
る
權
能
を
奪
ぅ
：

.

乙
ビ
を
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す
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す
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す
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。
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す
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す
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；
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：
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濟
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近
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狀
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得
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追
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す
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れ
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濟
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に
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